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上 場 会 社 名        日本ユニシス株式会社                     上場取引所    東 
コ ー ド 番 号         8056                                       本社所在都道府県 東京都 
（ＵＲＬ  http://www.unisys.co.jp/ ）    
代 表 者 役職名 代表取締役社長                 氏名 島田 精一 
問合せ先責任者 役職名 コーポレートコミュニケーション室長  氏名 龍岡 慎一 ＴＥＬ (03)5546－4111 
決算取締役会開催日 2003 年 10 月 31 日 
米国会計基準採用の有無  無 
 
１． 2003 年 9 月中間期の連結業績（2003 年 4 月 1日～2003 年 9 月 30 日） 
(1) 連結経営成績 

 売 上 高     営業利益 経常利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

2003 年 9 月中間期 
2002 年 9 月中間期 

    136,720  △0.2 
    136,941   1.4 

     1,141  △61.6 
     2,970    － 

     2,111  △33.2 
     3,158    － 

2003 年 3 月期     308,838      8,835      9,014 
 

 中間(当期)純利益 
１株当たり中間 

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当 

たり中間(当期)純利益 

 百万円    ％ 円  銭 円  銭 

2003 年 9 月中間期 
2002 年 9 月中間期 

      718  △88.2 
     6,079    － 

         6.58   
        55.44   

        －     
        －     

2003 年 3 月期      8,346            75.46           －     
(注)①持分法投資損益  2003 年 9 月中間期 － 百万円  2002 年 9 月中間期 － 百万円  2003 年 3月期 － 百万円 
    ②期中平均株式数(連結) 2003 年 9 月中間期 109,229,522 株  2002 年 9 月中間期 109,662,690 株  2003 年 3 月期 109,661,829 株 
    ③会計処理の方法の変更  無 
    ④売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 
 
(2)連結財政状態 
 総 資 産     株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2003 年 9 月中間期 
2002 年 9 月中間期 

201,109 
212,194 

91,836 
90,572 

45.7 
42.7 

850.41 
825.92 

2003 年 3 月期 223,292 92,063 41.2 838.88 
(注)期末発行済株式数(連結) 2003 年 9 月中間期 107,991,796 株  2002 年 9 月中間期 109,662,370 株  2003 年 3 月期 109,659,996 株 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2003 年 9 月中間期 
2002 年 9 月中間期 

14,047 
13,030 

△5,837 
△12,857 

△10,147 
△10,786 

25,976 
29,305 

2003 年 3 月期 20,291 △24,887 △7,491 27,831 
 
(4)連結範囲及び持分法の適用に関する事項 
   連結子会社数 17 社  持分法適用非連結子会社数 0 社  持分法適用関連会社数 0 社 
 
(5)連結範囲及び持分法の適用の異動状況 
   連結 (新規)  1 社   (除外)  0 社    持分法 (新規)  0 社   (除外)  0 社 
 
２．2004 年 3 月期の連結業績予想（2003 年 4 月 1日～2004 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通   期        324,000         9,800         4,900 
(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）   44 円 71 銭 

（注）1. 上記記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
   2. 上記の業績予想は、現時点での入手可能な情報による判断および仮定に基づき算定しており、 

     リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、本資料における 
     見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。 
     なお、上記の業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料の６ページを 
     ご参照ください。 
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１．企業集団の状況 
 

企業集団の状況を事業系統図で示すと以下のとおりであります。 
 
                     

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            連結子会社        その他の関係会社 
 

※日本ユニシス・ラーニング㈱は、重要性が増したため、当中間期より連結の範囲に含めております。 

施 設 の 管 理 委 託 、

人事・総務業務委託 

ソフトウェアの 
使用権許諾 

コンピュータシステム

のサポートサービス

委託 

コンピュータ等の仕入 

ユニシス・ 
 コーポレーション 

ユニアデックス㈱ 

当  社 
 

日 
 

本 
 

ユ 
 

ニ 
 

シ 
 

ス 
 

㈱ 

 ㈱ エイタス 
（航空・旅行・運輸･ｴﾝﾀﾃｨﾒﾝ

ﾄ等業界向け） 

 
㈱ﾄﾚｰﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ 
(商品先物取引所業界向け) 

日本ユニシス・ 
      ビジネス㈱ 

㈱ 国 際 シ ス テ ム

 

日本ユニシス・ 
   ソフトウェア㈱ 

日本ユニシス・ 
ｴｸｾﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 

北海道ソフト・ 
エンジニアリング㈱

東北ソフト・ 
エンジニアリング㈱

中部ソフト・ 
エンジニアリング㈱

広島ソフト・ 
エンジニアリング㈱ 

九州ソフト・ 
エンジニアリング㈱

関西ソフト・ 
エンジニアリング㈱

日本ユニシス・ 
 情報システム㈱ 

三井物産㈱ 
（仕入代行機関） 

ソフトウェアの 
 開発委託 

周辺機器の開発製造委託 

ソフトウェア開発の提供 

コンピュータシステム 
の運用・管理委託 

コンサルティングからシステム構築、運

用に至るシステム関連サービスおよび

ハードウェア・ソフトウェアの提供 ネットワークの構築・設計、 
コンピュータのサポートサー

ビスの提供 
アウトソーシング、 
ネットワークサービス 
の提供 

  

（ソフトウェア開発会社） 

顧                                   客 

日本ユニシス・ 
     サプライ㈱ 

アウトソーシング 
  サービスの提供 

Ｏ．Ｓ． 
エンジニアリング㈱ 

※日本ユニシス・ 
    ラーニング㈱ 

教育、研修の委託 

教育サービス 
の提供 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｫｰﾑ、 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｻﾌﾟﾗｲ

商品の提供 
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２．経営方針 

 
（１）経営の基本方針および目標とする経営指標 

日本ユニシス・グループは、顧客のビジネス戦略を最も効果的に最も迅速に実現する顧

客価値創造企業としての「IT サービスのリーディングカンパニー」を目指し、新経営方針

「Re-Enterprising」を掲げて努力しております。  
 今年度は２００１年１１月にスタートした「Re-Enterprising」の総仕上げの年として、

「Re-Enterprising2003」の名のもとに以下の３つのサポート力の一層の強化を推進してお

ります。 
① 顧客経営課題に対する提案力 
② システム構築力 
③ システム運用力 

①については、経営／IT コンサルティング、企画、マーケティング、グローバル展開を

担う「ビジネス開発部門」を新設し、内外から人材を結集して経営課題への IT 活用法の提

案能力を向上するとともに、各事業部門を規模／業種別に再編し、お客様とのコミュニケ

ーションと専門知識を強化して、ビジネス開発部門との連携のもと顧客価値を最大化する

提案につなげております。 
②については、システムサービス機能を日本ユニシス・ソフトウェア株式会社とグルー

プ地域システムサービス会社各社に集約し、システム構築能力の一層の強化と生産性の向

上を図っております。この一環として本年７月に約１,０００人のシステムエンジニアが同

社に出向しました。 
③については、ハードウェア、ソフトウェアについてのサポート機能をユニアデックス

株式会社に集約し、顧客システム稼動後の ROI 向上支援強化を図っております。このため

本年７月に４００人のサポートエンジニアが同社に出向いたしました。 
これらの専門化したグループ各組織の密接な連携により、IT サービスのリーディングカ

ンパニーを目指すことが「Re-Enterprising」の大きな目標です。その結果として、本年度

（２００４年 3 月期）は連結営業利益９０億円の達成を目標としております。 
 
（２）会社の利益配分に関する基本方針 
利益配分につきましては、市場ニーズを的確に把握し、競合力の高い商品の企画、開発

および戦略的な投資を積極的に推進すると同時に、より一層のコスト削減、財務体質の強

化を実施し、継続的な利益還元を行うことを基本方針としております。 
 
（３）コーポレート・ガバナンスに関する考え方および施策の実施状況 
コーポレート・ガバナンスに関しましては、経営管理組織整備の一環として、２００１

年７月より導入した執行役員制度に基づき、経営管理機能と業務執行機能の分離を積極的
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に進めております。また、昨年度において社外監査役の増員や、グループ会社を含めたコ

ンプライアンス体制の強化を推進し、コーポレート・ガバナンスの一層の充実を図りまし

た。 
さらに本年度初めより、グループ総合力の強化を目的として経営委員会の下に、グルー

プ戦略会議およびグループ連絡会議を設置し運用を開始しております。 
また、本年７月には地域システムサービス会社６社を完全子会社化し、グループ総合力

の強化を図っております。 
一方、コンプライアンスの一層の徹底を図るため、８月から９月にかけてグループ会社

を含めた全社員必修の e ラーニングによるコンプライアンス研修を実施しております。 
 
（４）関連当事者との関係による基本方針 
当社は三井物産株式会社およびユニシス・コーポレーションの関連会社であり、ユニシ

ス製プロダクトを日本市場に提供しております。ユニシス・コーポレーションとはソフト

ウェア、ハードウェア製品の開発やテストのための共同プロジェクトだけでなく、マーケ

ティング分野においても様々なプログラムを相互協力して推進しております。また、それ

らプロダクトの仕入れに関しては、三井物産株式会社を代行機関としており、3 社間での綿

密な協力体制を敷いて対応しております。 
 
（５）会社の対処すべき課題 
 経営を取り巻く環境が激変する中、各企業はいかに効率良くコア事業の展開を進めるか

を重要課題としており、その課題を解決するために IT は必要不可欠なものとなっておりま

す。IT 業界も厳しい競争が繰り広げられていますが、当社といたしましてはお客様の経営

課題を IT 面から解決するため、コンサルティング、システム構築、運用サポート、アウト

ソーシングまで、切れ目のない高品質なサービスの提供を目指して、新しい技術の獲得、

サービスの創造に一層努力していく所存であります。 
また、より強固な経営体質実現のために、成長分野への積極的投資を実現する一方、グ

ループ全体でのコスト構造改善を継続してまいります。 
お客様の IT ベストパートナー／IT サービスのリーディングカンパニーを目指して、各部

門・グループ各社の機能強化と有機的連携を進めることでグループ全体の総合力を一層高

め、その結果として収益の拡大を図ってまいります。 
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３．経営成績および財政状態 
 
１．経営成績 
（１）当中間期の概況 
 当中間期、わが国経済は株価上昇、設備投資回復、企業倒産減少などいくつかの指標で

景気回復の兆候は見られるものの、一方でデフレ、円高等の懸念材料も抱えており、回復

の足取りはまだ順調とは言えません。 
企業の IT 投資についても PC やサーバーの台数需要は回復基調にあるものの、情報処理

サービスやシステムインテグレーション、業務用ソフトウェアの需要は減少傾向が見られ

る等、総体的には依然厳しい環境にあると言わざるを得ません。 
 しかしながら、長期的に見れば「e-JapanⅡ計画」の本格化やブロードバンドの急速な普

及、さらにユビキタス・ネットワークの実現に向けた動き等成長促進要因も見られ、基調

としては拡大傾向にあると考えられます。 
 このような環境下、当社は前節でご説明した経営方針「Re-Enterprising2003」を掲げ、

業界トップの高い顧客満足度を強みとして事業活動を展開してまいりました。 
 急成長を続けていますアウトソーシング・ビジネスでは、金融、製造、流通、サービス

分野を中心に新規顧客の獲得が進む一方で、「BPO（ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾌﾟﾛｾｽ・ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）」、「AMO
（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）」、「ハイセキュリティサービス」等アウトソーシング

の新しいビジネス・モデルに注力しております。 
 また、上流コンサルティング体制を強化した効果によりコンサルティング案件や新規顧

客へのアクセスも着実に増加しております。 
コンサルタントは社外から有力な人材を次々に招聘して強力な布陣を敷きつつ、

「Trusted Advisor 認定制度」「コンサルタント育成プログラム」により、社内の人材の発

掘、育成を進めております。 
新規ビジネス・モデルでは、「企業情報ポータル（EIP）構築事業」でヤフー株式会社や

ドリーム・アーツ株式会社と業務提携を行いました。 
また、「Microsoft®.NET」のシステムインテグレータとして認知度 No.1 を獲得した実績

を踏まえ、ソリューションフレームワーク「Bizaction® for .NET」、開発方法論「LUCINA® 
for .NET」や IT コンサルティングサービス「LUCINA」は、順調にユーザを獲得しており

ます。 
日本航空株式会社との航空貨物業務への無線 IC タグ（RFID）適用実証実験を始め、電

子チケット、テレマティクス等、ユビキタス社会実現への取り組みも着実に進めておりま

す。 
 一方、プラットフォームにつきましては、大規模エンタープライズ・サーバ ES7000 シ

リーズが、64 ビットプロセッサモデル等数シリーズの販売開始によってさらに強力にライ

ンアップされ、金融機関の基幹業務をも担うことが可能な Windows®サーバとして市場の信
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頼をゆるぎないものにしております。 
これらの事業展開と並行して、ISO14001 の認証を取得、ソフトウェア開発プロセスの能

力成熟度を客観的に示す「CMMI レベル３」の認定や、情報セキュリティマネジメントシ

ステム（ISMS）等の認証を取得、プロジェクトマネジャーの PMCC／PMS 資格者数が業

界トップになる等、ビジネスパートナーとして一層の信頼を得る努力を続けております。 
 
当中間期の連結業績につきましては、株価の上昇等景気に明るい兆しが見え始めたものの、

ＩＴ投資の回復が当中間期の売上に直接結びつくまでには至っておらず、システムサービ

スやアウトソーシング等のサービス売上は堅調に推移しましたが、ハ－ドウェア、ソフト

ウェアの売上が伸び悩み、売上高は１,３６７億２０百万円（前年同期比０.２％減）となり

ました。利益面では、採算の良いソフトウェアの販売が多かったものの、退職給付費用等

の増加ならびに提案力強化のための人件費、研究開発費等先行投資の増加により、営業利

益は１１億４１百万円（前年同期比６１.６％減）となりました。経常利益、中間純利益は

持ち合い解消の促進による有価証券売却益の計上もあり、それぞれ２１億１１百万円（前

年同期比３３.２％減）、７億１８百万円（前年同期比８８.２％減）となりました。なお、

前年同期においては、特別利益に厚生年金基金の代行部分返上差額７７億９８百万円を計

上しております。 
  売上構成別に見ますと、サ－ビス売上は７９２億７２百万円（前年同期比２.０％増）と

若干増加いたしましたが、ソフトウェア売上は２２１億６６百万円（前年同期比１.４％減）、

ハ－ドウェア売上は３５２億８２百万円（前年同期比４.１％減）にとどまりました。 
  また、売上構成比率においては、サ－ビス売上が５８.０％（前年同期５６.７％）、ソフ

トウェア売上が１６.２％（前年同期１６.４％）、ハ－ドウェア売上が２５.８％（前年同期

２６.９％）となりました。 
 
  なお、中間配当金につきましては、通期の見通し等を勘案するとともに、株主の皆様へ

の安定的な利益還元を念頭におき、前年中間期と同様、１株につき３円７５銭といたしま

した。 
 
※ MicrosoftおよびWindowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。  

 

（２）通期の見通し 
 通期の見通しにつきましては、下期の市場環境に不透明要素はあるものの、日本経済の

景況感の改善を背景にＩＴ投資の回復が見込まれ、売上高はサービス関連の伸長を中心に、

期初計画通りの前期比約５％の増加を見込んでおります。 
 利益面につきましては、下期にサービス関連で当初計画に比しコストの増加が見込まれ

るとともに、販売力の強化に伴うコスト増を見込んでおり、営業利益は前期比若干の増加、

経常利益は当中間期の有価証券売却益もあり前期比約９%増加の９８億円を見込んでおり
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ます。 
なお、下期に計画しております不動産（旧赤坂本社ビル）の譲渡に係る特別利益につき

ましては、現在検討しております企業年金制度改革を中心としたコスト構造改革費用の計

上により相殺される見込みであり、当期純利益は期初計画通りの４９億円を見込んでおり

ます。 
 
２．財政状態 
 当中間期の現金及び現金同等物につきましては、営業用コンピュータの取得等の投資活

動における資金需要は営業活動によりまかない、その余剰資金は有利子負債の圧縮等に使

用の結果、前期末に比べ１９億３７百万円減少し、新規連結１社の現金同等物を加え、中

間期末残高は２５９億７６百万円となりました。 
 営業活動により得られた資金は、１４０億４７百万円（前年同期比１０億１６百万円増）

となりました。内訳としましては、税金等調整前中間純利益２１億２１百万円（前年同期

比８７億７７百万円減）、非現金支出費用であります減価償却費９６億２１百万円（前年同

期比８億５０百万円減）、および売上債権・仕入債務の減少等による増減の結果であります。 
 投資活動により支出した資金は、５８億３７百万円（前年同期比７０億１９百万円減）

となりました。内訳としましては、営業用コンピュータ等の有形固定資産の取得５３億  

３０百万円（前年同期比４２億２７百万円減）、販売用およびアウトソーシング用ソフトウ

ェア等の無形固定資産の取得４１億９百万円（前年同期比５億３２百万円増）等の支出と、

無形固定資産の売却２０億９百万円（前年同期比２０億９百万円増）および投資有価証券

の売却１４億２百万円（前年同期比１０億７６百万円増）による収入等であります。 
 財務活動による資金は、１０１億４７百万円の支出超過（前年同期比６億３９百万円減）

となりました。内訳としましては、短期借入金の純減少額１７億８１百万円（前年同期比

１４億２１百万円減）、および自己株式の取得による支出１２億５１百万円等であります。 
 

 当中間期 前年中間期 
株主資本比率（％） ４５．７ ４２．７ 
時価ベースの株主資本比率（％） ４６．１ ４６．５ 
債務償還年数（年） １．６ ２．０ 
インタレスト・カバレッジ・レシオ ４４．３ ２５．０ 
（注）株主資本比率：株主資本／総資産 
   時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産 
   債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
   ※上記指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。
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４．中間連結財務諸表等 
 

中間連結損益計算書 

 

当中間期 前年中間期 前期 
科目 

2003.4.1～2003.9.30 2002.4.1～2002.9.30 2002.4.1～2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

    

売上高 １３６，７２０ １３６，９４１ ３０８，８３８ 

    

売上原価 １００，０３７ １００，２２０ ２３０，１６５ 

    

売上総利益 ３６，６８３ ３６，７２０ ７８，６７３ 

    

販売費及び一般管理費 ３５，５４１ ３３，７５０ ６９，８３７ 

    

営業利益 １，１４１ ２，９７０ ８，８３５ 

    

営業外収益    

受取利息及び受取配当金 ９１ ９４ １５６ 

上場有価証券売却益 ７０７ ２３ １０ 

その他 ５２４ ６１５ １，０６７ 

    

営業外費用    

支払利息 ３０４ ５０４ ８８３ 

その他 ４９ ４０ １７２ 

    

経常利益 ２，１１１ ３，１５８ ９，０１４ 

    

特別利益    

厚生年金基金代行部分返上差額 － ７，７９８ ７，７９８ 

貸倒引当金戻入額 － ５４ － 

その他 ４８ ４ １１ 

    

特別損失    

投資有価証券評価損 １０ ７０ １，０６５ 

その他 ２７ ４６ １１８ 

    

税金等調整前中間(当期) 

純利益 
２，１２１ １０，８９９ １５，６４０ 

    

法人税、住民税及び事業税 １，２４９ ３９７ １，０９６ 

法人税等調整額 ７９ ４，３３９ ５，９８２ 

    

少数株主利益 ７３ ８２ ２１５ 

    

中間(当期)純利益 ７１８ ６，０７９ ８，３４６ 
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中間連結貸借対照表 

 

当中間期 前年中間期 前期 
科目 

2003.9.30 2002.9.30 2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

(資産の部)    
    

流動資産    
    
現金及び預金 ２６，０２１ ２９，３５０ ２７，８７８ 
受取手形及び売掛金 ５５，７６７ ５４，７９６ ７９，２０８ 
たな卸資産 ２０，２６５ ２４，４４０ １５，６１７ 
繰延税金資産 ７，５６８ １３，２２８ ８，３７９ 
その他 ８，７６０ ５，４１６ ８，３６９ 
貸倒引当金 △１００ △６７ △９６ 

流動資産合計 １１８，２８３ １２７，１６４ １３９，３５６ 

    
    

固定資産    
    

有形固定資産    
    
機械装置及び運搬具 ２４，４３６ ２７，８２１ ２６，５３８ 
その他 １０，５７２ １１，４９３ １１，２３８ 

有形固定資産合計 ３５，００８ ３９，３１４ ３７，７７６ 

    
無形固定資産    
    
ソフトウェア １３，１３６ １３，７８６ １２，４３３ 
その他 ５０９ ３８７ ３５３ 

無形固定資産合計 １３，６４６ １４，１７４ １２，７８６ 

    
投資その他の資産    
    
投資有価証券 ８，１０３ ９，１３５ ７，４１９ 
繰延税金資産 １２，３００ ８，６３１ １２，１０２ 
敷金 １２，３４６ １２，３７４ １２，４４９ 
その他 ２，０９５ ２，０９６ ２，０９６ 
貸倒引当金 △６７５ △６９７ △６９４ 

投資その他の資産合計 ３４，１７０ ３１，５４１ ３３，３７２ 

固定資産合計 ８２，８２５ ８５，０３０ ８３，９３６ 

    

資産合計 ２０１，１０９ ２１２，１９４ ２２３，２９２ 
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当中間期 前年中間期 前期 
科目 

2003.9.30 2002.9.30 2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

(負債の部)    
    
流動負債    

支払手形及び買掛金 ２９，２３９ ３１，６１２ ４０，４６０ 
短期借入金 ４，７７０ ９，８０９ ６，５５１ 
長期借入金(1 年以内) ６，３５４ ９，３１７ ６，０９４ 
未払法人税等 １，３１８ ４４２ ６５４ 
未払費用 １３，３０９ １２，３７０ １２，５２７ 
引当金 １，１０７ １，１６２ １，１４４ 
その他 １６，５１８ １８，７１７ ２３，８３０ 

流動負債合計 ７２，６１７ ８３，４３３ ９１，２６１ 

    
固定負債    

社債 ８，０００ － ８，０００ 
長期借入金 ２０，９２３ ２４，４５７ ２１，０００ 
退職給付引当金 ２，０７７ ５，３５２ ３，４０２ 
その他の引当金 ５５４ ８０３ ６６７ 
その他 ４，４４８ ６，０２８ ５，２１３ 

固定負債合計 ３６，００４ ３６，６４２ ３８，２８３ 

負債合計 １０８，６２１ １２０，０７５ １２９，５４４ 

少数株主持分 ６５０ １，５４６ １，６８３ 

(資本の部)    

    
資本金 ５，４８３ ５，４８３ ５，４８３ 
    
資本剰余金 １５，２８１ １５，２８１ １５，２８１ 
    
利益剰余金 ７０，７４４ ６８，６３０ ７０，４８６ 
    
その他有価証券評価差額金 １，５８１ １，１７７ ８１４ 
    
自己株式 △１，２５４ △０ △２ 

資本合計 ９１，８３６ ９０，５７２ ９２，０６３ 

負債、少数株主持分 

及び資本合計 
２０１，１０９ ２１２，１９４ ２２３，２９２ 
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中間連結剰余金計算書 

 

当中間期 前年中間期 前期 
科目 

2003.4.1～2003.9.30 2002.4.1～2002.9.30 2002.4.1～2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

    

（資本剰余金の部）    

    

資本剰余金期首残高 １５，２８１ １５，２８１ １５，２８１ 

    

資本剰余金中間期末（期末）残高 １５，２８１ １５，２８１ １５，２８１ 

    

（利益剰余金の部）    

    

利益剰余金期首残高 ７０，４８６ ６３，００６ ６３，００６ 

    

利益剰余金増加高 ７４１ ６，０７９ ８，３４６ 

    

中間（当期）純利益 ７１８ ６，０７９ ８，３４６ 

連結子会社増加に伴う増加高 ２３ － － 

    

利益剰余金減少高 ４８３ ４５５ ８６６ 

    

配当金 ４１１ ４１１ ８２２ 

役員賞与 ７２ ２４ ２４ 

連結子会社増加に伴う減少高 － １９ １９ 

    

利益剰余金中間期末（期末）残高 ７０，７４４ ６８，６３０ ７０，４８６ 
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中間連結キャッシュ・フロー計算書 
 

当中間期 前年中間期 前期 
項目 

2003.4.1～2003.9.30 2002.4.1～2002.9.30 2002.4.1～2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前中間(当期)純利益 ２，１２１ １０，８９９ １５，６４０ 

減価償却費 ９，６２１ １０，４７１ ２１，２３２ 

投資有価証券売却益 △７５５ △２７ △２０ 

引当金の減少額 △１，４９０ △９，２９９ △１１，３８０ 

売上債権の減少額 ２３，７６６ ３０，５８８ ６，１７６ 

たな卸資産の増減額 △４，６３７ △２，４３１ ６，３９１ 

仕入債務の減少額 △１１，２０２ △９，４８７ △６５６ 

その他 △２，５２３ ２，７０４ ４，１１６ 

小計 １４，９００ ３３，４１７ ４１，５０１ 

利息及び配当金の受領額 ９１ ５９ １２１ 

利息の支払額 △３１７ △５２１ △９１９ 

特別退職支援金の支払額 － △１６，５３０ △１６，５３０ 

法人税等の支払額 △６２７ △３，３９３ △３，８８０ 

営業活動によるキャッシュ・フロー １４，０４７ １３，０３０ ２０，２９１ 

    

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △５，３３０ △９，５５８ △１７，２３２ 

有形固定資産の売却による収入 ５００ １２３ １９６ 

無形固定資産の取得による支出 △４，１０９ △３，５７７ △８，１２９ 

無形固定資産の売却による収入 ２，００９ － － 

投資有価証券の取得による支出 △３１９ △２１０ △２４０ 

投資有価証券の売却による収入 １，４０２ ３２５ ４４８ 

その他 ９ ４０ ７０ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △５，８３７ △１２，８５７ △２４，８８７ 

    

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純減少額 △１，７８１ △３６０ △３，６１８ 

長期借入れによる収入 １，６００ ２００ １，４２０ 

長期借入金の返済による支出 △１，４１７ △３０９ △８，２０９ 

社債の償還による支出 － △１０，０００ △１０，０００ 

社債の発行による収入 － － ８，０００ 

自己株式の取得による支出 △１，２５１ △０ △２ 

配当金の支払額 △４１１ △４１１ △８２２ 

その他 △６，８８６ ９４ ５，７４１ 

財務活動によるキャッシュ・フロー △１０，１４７ △１０，７８６ △７，４９１ 

現金及び現金同等物の減少額 △１，９３７ △１０，６１３ △１２，０８７ 

現金及び現金同等物の期首残高 ２７，８３１ ３９，８５３ ３９，８５３ 

新規連結による現金及び現金同等物の増加額 ８３ ６４ ６４ 

現金及び現金同等物中間期末(期末)残高 ２５，９７６ ２９，３０５ ２７，８３１ 

 



日本ユニシス（連結） 

-  - 13

中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 
１．連結の範囲に関する事項 
 
（１）連結子会社の数 １７社 
      日本ユニシス・サプライ㈱ 
       ユニアデックス㈱ 
       日本ユニシス・ソフトウェア㈱ 他 

なお、当中間期より重要性が増したため日本ユニシス・ラーニング㈱を連結の範囲に含めておりま

す。 
 
（２）非連結子会社の数 ２社 

非連結子会社の総資産、売上高、中間純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に見合う

額）等は、いずれも中間連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であるため、連結の範囲から除いており

ます。 
 
２．持分法の適用に関する事項 
 

持分法を適用していない非連結子会社（ＮＵＬシステムサービス・コーポレーション、他１社）および

関連会社（㈱ユニスタッフ、他４社）は、それぞれ中間純損益および利益剰余金等におよぼす影響が軽

微であり、かつ、全体としても重要性がないため、これらの会社に対する投資については持分法を適用

せず、原価法によっております。 
 
３．連結子会社の中間決算日等に関する事項 
 

連結子会社のうち中間決算日が中間連結決算日と異なる会社は、㈱国際システム（中間決算日６月３０

日）であります。 
中間連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の中間財務諸表を使用し、中間連結決算日との間に生

じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 
 
４．会計処理基準に関する事項 
 
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 
               

① 有価証券  
その他有価証券 

イ． 時価のあるもの  中間期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は

全部資本直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定しております。） 
 

ロ． 時価のないもの  移動平均法による原価基準 
 

② デリバティブ 時価法 
 

③ たな卸資産 
イ． 販売用コンピュータ  主として移動平均法による原価基準 

 

ロ． 保守サービス用部品他  移動平均法による原価基準 
 
（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

 
① 営業用コンピュータ 
   (機械装置及び運搬具) 

 賃貸販売条件等に対応し５年で残存価額が零となる方

法によっております。 
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② ソフトウェア      

イ． 市場販売目的の 
ソフトウェア 

見込販売収益に基づく償却額と見込販売可能期間に基

づく均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を計上

する方法によっております。 
なお、見込販売可能期間は原則として３年と見積っ

ております。 

ロ． 自社利用の 
ソフトウェア 

見込利用可能期間に基づく定額法によっております。 
なお、見込利用可能期間は原則として５年と見積っ

ております。 

 
（３）重要な引当金の計上基準 
 

貸倒引当金 
売掛金等債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率法により、貸倒

懸念債権および破産更生債権等については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。 
 

退職給付引当金 
従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、

当中間期末において発生していると認められる額を計上しております。 

なお、会計基準変更時差異については１０年による均等額を費用処理しております。 

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（１０年）によ

る定額法により翌年度から費用処理しております。 

 
（４）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 
 

外貨建金銭債権債務は、当中間期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。 
 
（５）重要なリース取引の処理方法 
 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
 
（６）重要なヘッジ会計の方法 
 

商品輸入の予定取引に関する為替変動リスクに対して為替予約取引を、短期借入金の金利変動リス

クに対して金利スワップ取引をそれぞれヘッジ手段として行っております。 
ヘッジ取引に対するヘッジ会計の方法は、繰延ヘッジ処理によっております。 
なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理に、特例処理の要件を満たして

いる金利スワップについては特例処理によっております。 
 
（７）消費税等の会計処理 
 

税抜き方式を採用しております。 
 
５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 
 

中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）の範囲は、手許現金、随

時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資であります。 
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中間連結貸借対照表注記 
 

 当中間期 前年中間期 前期 
１． 有形固定資産         

減価償却累計額 １１９，０３６百万円 １２０，５８４百万円 １２０，３３１百万円 

    
２．保証債務 ５，３３４百万円 ６，０６７百万円 ５，７１１百万円 
                                                                                          
 
中間連結キャッシュ・フロー計算書注記 
 
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高と中間（前期）連結貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係 
                                                                                          

  当中間期  前年中間期  前期 
  百万円  百万円  百万円 

現金及び預金勘定  ２６，０２１  ２９，３５０  ２７，８７８ 
預入期間が３ヶ月を超える定期預金    △４５  △４５  △４７ 
現金及び現金同等物  ２５，９７６  ２９，３０５  ２７，８３１ 

 

 

５．セグメント情報 
 
（１）事業の種類別セグメント情報 
 

当中間期、前年中間期および前期については、当社グル－プは、コンピュ－タ、ソフトウェア、そ

の他関連商品ならびにこれらに関する各種サ－ビスを提供する単一事業区分の業務を営んでいるた

め、事業の種類別セグメント情報の記載を行っておりません。 
 
（２）所在地別セグメント情報 
 

当中間期、前年中間期および前期については、在外連結子会社および在外支店がないため、所在地

別セグメント情報の記載を行っておりません。 
 
（３）海外売上高 
 

当中間期、前年中間期および前期については、連結売上高に対する海外売上高の割合が僅少のため、

海外売上高の記載を省略しております。 
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６．生産、受注及び販売の状況 
 
（１）生産実績 

当中間期における生産実績は次のとおりであります。 
  

品 目 金額 前年同期比 
 百万円 ％ 

システムサービス ４２，４８３ ＋１０．８ 

ソフトウェア ７，６０３ ＋２３．５ 

合計 ５０，０８６ ＋１２．６ 

 
（２）受注状況 

当中間期における売上区分別受注状況を示すと、次のとおりであります。 
   

区分 受注高 前年同期比 受注残高 前年同期比 
 百万円 ％ 百万円 ％ 

サービス ８７，２１１ △４．７ ８１，１４５ △１４．２ 

ソフトウェア １６，３８５ △１３．６ ２１，９２６ △２３．４ 

ハードウェア ３６，１７４ △９．９ ２０，９９３ △４０．８ 

合計 １３９，７７０ △７．２ １２４，０６６ △２１．８ 

 （注）・受注残高については、1年以内売上予定の残高を記載しております。 
・受注高、受注残高については、従来顧客の内示を基準に集計しておりましたが、当期より契約を基準に集計する方法

に変更しております。なお、前年同期の受注高と受注残高を当期と同じ基準で集計した場合の受注高前年同期比は、

サービス＋２．４％、ソフトウェア△７．１％、ハードウェア△４．５％、合計で△０．６％、受注残高前年同期比

は、サービス△３．０％、ソフトウェア△２３．４％、ハードウェア△２９．９％、合計で△１２．８％であります。 
 
（３）販売実績 

当中間期における販売実績を売上区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

区分 金額 前年同期比 

 百万円 ％ 

サービス ７９，２７２ ＋２．０ 

ソフトウェア ２２，１６６ △１．４ 

ハードウェア ３５，２８２ △４．１ 

合計 １３６，７２０ △０．２ 
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７．有価証券関係 

 

Ⅰ．当中間期末 

 

１．その他有価証券で時価のあるもの 

  取 得 原 価 中間連結貸借対照表計上額 差     額 

 百万円 百万円 百万円 

(1)株式 ３，６４５ ６，４３０ ２，７８４ 

(2)債券 ２０ ２０ ０ 

計 ３，６６５ ６，４５０ ２，７８５ 

        

 ２．時価のない有価証券の主な内容および中間連結貸借対照表計上額 

その他有価証券                                                                                   

非上場株式(店頭株式を除く)                   １，５９３百万円 

 

 

Ⅱ．前年中間期末 

 

１．その他有価証券で時価のあるもの 

  取 得 原 価 中間連結貸借対照表計上額 差     額 

 百万円 百万円 百万円 

(1)株式 ５，３５４ ７，３６６ ２，０１２ 

(2)債券 ２０ ２０ ０ 

(3)その他 ５０ ４９ △          １ 

計 ５，４２４ ７，４３５ ２，０１１ 

        

 ２．時価のない有価証券の主な内容および中間連結貸借対照表計上額 

その他有価証券                                                                                   

非上場株式(店頭株式を除く)                   １，５８９百万円 

 

 

Ⅲ．前期末 

                                                     

１．その他有価証券で時価のあるもの 

  取 得 原 価 連結貸借対照表計上額 差     額 

 百万円 百万円 百万円 

(1)株式 ４，３２６ ５，７１１ １，３８４ 

(2)債券 ２０ ２０ ０ 

計 ４，３４６ ５，７３１ １，３８４ 

        

 ２．時価のない有価証券の主な内容および連結貸借対照表計上額 

その他有価証券                                                                                   

非上場株式(店頭株式を除く)                   １，３２４百万円 
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2004 年 3 月期  個別中間財務諸表の概要               2003 年 10 月 31 日 

上 場 会 社 名        日本ユニシス株式会社                         上場取引所    東 
コ ー ド 番 号         8056                                          本社所在都道府県 東京都 
（ＵＲＬ  http://www.unisys.co.jp/ ） 
代  表  者 役職名 代表取締役社長           氏名 島田 精一 
問合せ先責任者 役職名 コーポレートコミュニケーション室長 氏名 龍岡 慎一   ＴＥＬ (03)5546－4111 
決算取締役会開催日 2003 年 10 月 31 日             中間配当制度の有無            有 
中間配当支払開始日 2003 年 12 月 10 日              単元株制度採用の有無            有(１単元 100 株) 
 
１． 2003 年 9 月中間期の業績(2003 年 4 月 1 日～2003 年 9 月 30 日) 
(1) 経営成績 

 売 上 高     営業利益 経常利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

2003年9月中間期 
2002年9月中間期 

    110,999   △4.2 
    115,822   △3.1 

      328  △77.2 
     1,443     － 

     3,375   63.3 
     2,067   37.9 

2003 年 3 月期     259,598       4,723      5,689 
 
 

中間(当期)純利益 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当 

たり中間(当期)純利益 

 百万円    ％ 円   銭 円  銭 

2003年9月中間期 
2002年9月中間期 

     2,498  △50.4 
     5,042  226.0 

        22.88 
        45.98 

        －     
        －     

2003 年 3 月期      6,282            56.83         －     
 (注)①期中平均株式数   2003 年 9 月中間期 109,229,522 株  2002 年 9 月中間期 109,662,690 株  2003 年 3 月期 109,661,829 株 

     ②会計処理の方法の変更   無 

     ③売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

 
(2)配当状況 

 １株当たり 
中間配当金 

１株当たり 
年間配当金 

 

 円   銭 円   銭 

2003年9月中間期 
2002年9月中間期 

3.75 
3.75 

――――― 
――――― 

 

2003 年 3 月期 ――――― 7.50  
 
(3)財政状態 
 総 資 産     株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2003年9月中間期 
2002年9月中間期 

176,650 
188,463 

85,060 
83,064 

48.2 
44.1 

787.65 
757.45 

2003 年 3 月期 197,843 83,529 42.2 761.25 
 (注)①期末発行済株式数     2003 年 9 月中間期 107,991,796 株  2002 年 9 月中間期 109,662,370 株  2003 年 3 月期 109,659,996 株 

     ②期末自己株式数       2003 年 9 月中間期   1,671,728 株  2002 年 9 月中間期       1,154 株  2003 年 3 月期       3,528 株 

 
２．2004 年 3 月期の業績予想(2003 年 4 月 1 日～2004 年 3 月 31 日) 

１株当たり年間配当金  売 上 高     経常利益 当期純利益 
期 末  

 百万円 百万円 百万円 円  銭 円  銭 

通   期      264,000        6,900        4,100 3.75 7.50 

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)   37 円 50 銭 

 
（注）1. 上記記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
   2. 上記の業績予想は、現時点での入手可能な情報による判断および仮定に基づき算定しており、 

     リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、本資料における 
     見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。 
     なお、上記の業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料の６ページを 
     ご参照ください。 
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９．中間個別財務諸表等 
 

中間損益計算書 
 

当中間期   前年中間期 前期 
科目 

2003.4.1～2003.9.30 2002.4.1～2002.9.30 2002.4.1～2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

売上高 １１０，９９９ １１５，８２２ ２５９，５９８ 
    
売上原価 ８２，００１ ８６，９６５ １９７，９８５ 

    
売上総利益 ２８，９９８ ２８，８５７ ６１，６１２ 

    
販売費及び一般管理費 ２８，６６９ ２７，４１３ ５６，８８９ 

    
営業利益 ３２８ １，４４３ ４，７２３ 

    
営業外収益    

受取利息及び受取配当金 ２，０７５ ４３４ ５５３ 
上場有価証券売却益 ７００ ２３ １０ 
その他 ６００ ６７８ １，３３５ 

    
営業外費用    

支払利息 ２８０ ４７８ ８２３ 
その他 ５０ ３４ １０９ 

    
経常利益 ３，３７５ ２，０６７ ５，６８９ 

    
特別利益    

固定資産売却益 １４０ ５２ ７０ 
厚生年金基金代行部分返上 － ６，６７４ ６，６７４ 
貸倒引当金戻入額 － ５９ １２ 
その他 ４７ ２ ６ 

    
特別損失    

投資有価証券評価損   － ７０ １，０４８ 
その他 １４ ４４ １００ 

    
税引前中間(当期)純利益 ３，５４９ ８，７４０ １１，３０３ 

    
法人税、住民税及び事業税 ６０ ３ １８１ 
法人税等調整額 ９９０ ３，６９４ ４，８３９ 

    
中間(当期)純利益 ２，４９８ ５，０４２ ６，２８２ 

    
前期繰越利益 ４１，９２４ ３６，６６７ ３６，６６７ 

    
中間配当額 － － ４１１ 

    
中間（当期）未処分利益 ４４，４２３ ４１，７０９ ４２，５３８ 
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中間貸借対照表 

 
当中間期 前年中間期 前期 

科目 
2003.9.30 2002.9.30 2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

(資産の部)    
    
流動資産    

    
現金及び預金 ２２，１２４ ２５，３４４ ２３，７１５ 
受取手形及び売掛金 ４４，９３０ ４５，０２４ ６７，２８６ 
たな卸資産 １１，１０９ １７，３４３ ９，１２２ 
繰延税金資産 ４，１１０ １０，０４２ ５，７１８ 
貸付金 １０，４３５ ９，２８５ ７，３１６ 
その他 ７，１９２ ３，８５９ ６，６２９ 
貸倒引当金 △６４ △４８ △７５ 

    
流動資産合計 ９９，８４０ １１０，８５１ １１９，７１３ 

    
    
固定資産    

    
有形固定資産    

    
営業用コンピュータ ２３，９０４ ２５，６５２ ２５，９３７ 
その他 ７，８６８ ９，０２１ ８，８０４ 

    
有形固定資産合計 ３１，７７３ ３４，６７３ ３４，７４１ 

    
無形固定資産    

    
ソフトウェア １１，７３４ １２，１９０ １１，０３２ 
その他 ２５３ ２６０ ２５６ 

    
無形固定資産合計 １１，９８８ １２，４５１ １１，２８８ 

    
投資その他の資産    

    
投資有価証券 １０，１３３ １０，８１８ ９，１１５ 
繰延税金資産 １０，３６９ ６，８５１ １０，２９３ 
敷金 １１，４１９ １１，５２２ １１，５３７ 
その他 １，７８０ １，９６６ １，８１８ 
貸倒引当金 △６５５ △６７１ △６６５ 

投資その他の資産合計 ３３，０４８ ３０，４８７ ３２，０９９ 

    
固定資産合計 ７６，８０９ ７７，６１２ ７８，１３０ 

    

資産合計 １７６，６５０ １８８，４６３ １９７，８４３ 
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当中間期 前年中間期 前期 
科目 

2003.9.30 2002.9.30 2003.3.31 

 百万円 百万円 百万円 

(負債の部)    
    
流動負債    
    

支払手形及び買掛金 ２９，０８９ ２９，６２１ ３６，９２９ 
短期借入金 ３，４００ ８，４２０ ５，２６０ 
長期借入金(1 年以内) ６，３５４ ９，３０９ ６，０９４ 
未払法人税等 ２８ ２６ ２７ 
未払費用 ６，９６８ ７，８８５ ７，８６６ 
引当金 １，０２５ １，１５５ １，１４２ 
その他 １２，５６０ １６，２２５ ２２，１３５ 

    
流動負債合計 ５９，４２５ ７２，６４４ ７９，４５５ 

    
固定負債    
    

社債 ８，０００ － ８，０００ 
長期借入金 ２０，９２３ ２４，４５７ ２１，０００ 
退職給付引当金 － ３，２７５ １，８６５ 
その他の引当金 ４４３ ７２３ ５６３ 
その他 ２，７９７ ４，２９９ ３，４２９ 

固定負債合計 ３２，１６４ ３２，７５５ ３４，８５９ 

負債合計 ９１，５９０ １０５，３９９ １１４，３１４ 

(資本の部)    
    
資本金 ５，４８３ ５，４８３ ５，４８３ 
    
資本剰余金    
    
    資本準備金 １５，２８１ １５，２８１ １５，２８１ 
    
利益剰余金    
    
    利益準備金 １，３７０ １，３７０ １，３７０ 
    任意積立金 １８，１９３ １８，０４０ １８，０４０ 
    中間(当期)未処分利益 ４４，４２３ ４１，７０９ ４２，５３８ 
 
    利益剰余金合計 ６３，９８７ ６１，１２１ ６１，９４９ 
    
その他有価証券評価差額金 １，５６１ １，１７８ ８１６ 
 
自己株式 
 

△１，２５４ △０ △２ 

資本合計 ８５，０６０ ８３，０６４ ８３，５２９ 

負債及び資本合計 １７６，６５０ １８８，４６３ １９７，８４３ 

 百万円 百万円 百万円 

(注) １．有形固定資産 
減価償却累計額 １１１，８５６ １１１，９３６ １１３，３８２ 

 ２．保証債務 ４，５８６ ５，２８０ ４，９６４ 
    
    

 


